
今月の
　記念日

焼きビーフン

交野市職労　国武　裕次さん

協力：現業評議会・給食部会

①ビーフンは120～130ミリ程度の長さに切る。
②しめじは石づきを落としてほぐす。
③にんじんは３ミリ×３ミリの千切りに、にらは25ミリ幅に切る。
④油を引き、牛肉を炒める。
⑤にんじん・しめじ・にらを加え炒める。
⑥調味料で味付けをする。
⑦ビーフンを沸騰したたっぷりのお湯に入れ、４分間ゆで（中
火程度）、軽くお湯をきる。

⑧ ビーフンと具材を合わせ、水分がなくなるまで煮炒る。

作り方

■ 牛肉40g、ビーフン40g、しめじ40g、にんじん12g、にら
20g、菜種油1.2g
　〈調味料〉酒４g、砂糖４g、薄口醤油12g、ポークがらスープ４g

材料（４人分）お米が原料 消化もよく
炭水化物が豊富で 集中力もアップ

細麺で、芯まで味がしみ込んだビーフン！おいしいですよ。

「はじめてのおもてなし」

大阪の歴史感じる
パワースポット
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おおさか自治体の仲間　2019年６月15日　第354号 ４５ 2019年６月15日　第354号　おおさか自治体の仲間

　アメリカ合衆国第35代大統領。1963年11月22日、遊説先のテキサス州
ダラスで凶弾に倒れました。大統領在任期間は２年10ヶ月、享年46歳で
した。幼少期は病弱な子どもだったといわれています。1961年１月20
日、大統領に就任。東西冷戦の時代に「自由」を守る決意と、「人類共
通の敵」として暴政・差別・貧困・疾病そして戦争とのたたかいを訴え
ました。

　1873年のこの日、日本初の銀行、第一国立銀行（現在のみずほ銀行）が設立されました。「国立」とは、
「国法によって立てられた銀行」という意味であり、実際には民間の銀行です。金貨との交換義務を持つ兌
換紙幣の発行権を持ち、1879年までに153もの国立銀行が開設されました。すべて「第○国立銀行」のよう
に、設立順に番号を名乗っており「ナンバー銀行」と呼びました。第四銀行、十六銀行、七十七銀行など、
現在もそのままの名称を使っている銀行が残っています。1882年に日本銀行が開設されると、国立銀行は貨
幣発行権を剥奪されて普通銀行となりました。

人類は戦争に終止符を打たなければならない
さもなければ、戦争が人類に
終止符を打つことになるだろう

国立銀行設立の日
６月11日

ジョン･Ｆ･ケネディ（1917年～1963年）

　

「
難
民
」
問
題
に
揺
れ
る
ド
イ
ツ
か
ら

や
っ
て
き
た
映
画
、
シ
リ
ア
ス
な
テ
ー
マ

を
コ
ミ
カ
ル
に
描
い
た
作
品
で
す
。
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
閑
静
な
住
宅
地
に
住
む
裕
福
で

幸
せ
そ
う
な
ハ
ー
ト
マ
ン
一
家
。
し
か

し
、
医
師
の
夫
リ
ヒ
ャ
ル
ト
と
妻
ア
ン
ゲ

リ
カ
は
お
互
い
の
気
持
ち
が
通
じ
合
わ
な

い
冷
め
た
関
係
、
弁
護
士
の
長
男
は
妻
に

逃
げ
ら
れ
息
子
と
の
関
係
に
悩
み
、
長
女

は
自
分
を
見
つ
け
ら
れ
ず
30
歳
を
超
え
て

ま
だ
大
学
生
、
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、
教
師
を
退
職

し
生
き
が
い
を
見
失
っ
た
ア
ン
ゲ
リ
カ
が

突
然
、「
難
民
を
一
人
受
け
入
れ
る
！
」

と
宣
言
、
夫
や
息
子
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
来
た
難
民
の
デ
ィ

ア
ロ
を
自
宅
に
住
ま
わ
せ
ま
す
。
一
家
で

デ
ィ
ア
ロ
の
受
け
入
れ
に
大
は
り
き
り
し

ま
す
が
、
保
守
的
な
隣
人
の
抗
議
が
極
右

の
デ
モ
に
発
展
し
、
そ
の
上
デ
ィ
ア
ロ
が

Ｉ
Ｓ
と
間
違
わ
れ
て
と
、
大
騒
動
が
起
き

て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
で
、
壊
れ
か
け
て

い
た
ハ
ー
ト
マ
ン
一
家
は
、
心
優
し
い
デ

ィ
ア
ロ
が
や
っ
て
き
た
こ
と
で
、
お
互
い

の
関
係
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
家
は
み
ん
な
い
い
人
な
の
で
す
が
、

非
常
に
個
性
豊
か
、
あ
る
意
味
ド
イ
ツ
的

で
す
。
文
化
や
習
慣
の
違
い
に
よ
る
思
い

違
い
の
連
続
に
笑
い
な
が
ら
、
リ
ベ
ラ
ル

を
任
じ
る
リ
ヒ
ャ
ル
ト
か
ら
思
わ
ず
飛
び

出
す
差
別
的
な
言
動
に
ド
キ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
、「
共
生
」
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
コ
メ
デ
ィ
タ
ッ
チ
で
す

が
重
い
テ
ー
マ
だ
け
に
、
当
然
な
が
ら
デ

ィ
ア
ロ
が
背
負
う
厳
し
い
現
実
も
き
ち
ん

と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
登
場
人
物

の
言
動
、
景
色
の
端
々
に
ド
イ
ツ
ら
し
さ

も
。
原
題
は
、「
ハ
ー
ト
マ
ン
家
に
よ
う

こ
そ
」。
２
０
１
８
年
１
月
に
大
阪
で
上

映
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
り
え
な
い
出
会
い
」が
教
え
て
く
れ
た
絆

歴
史
と
文
化
を
め
ぐ
る
七
坂

　

大
阪
城
の
南
側
、
難
波
宮
か
ら
天
王
寺

に
か
け
て
は
約
２
０
０
も
の
社
寺
が
集
ま

っ
て
お
り
、
地
下
鉄
「
谷
町
九
丁
目
駅
」

か
ら
「
天
王
寺
駅
」
に
か
か
る
谷
町
筋
の

西
側
に
は
、
大
阪
の
歴
史
を
感
じ
る
「
天

王
寺
七
坂
」
が
あ
り
ま
す
。

　

北
か
ら
、
真し

ん

言ご
ん

坂
、
源げ
ん
し
ょ
う
じ

聖
寺
坂
、
口く
ち

縄な
わ

坂
、
愛あ
い

染ぜ
ん

坂
、
清き
よ

水み
ず

坂
、
天
神
坂
、
逢お
う

坂
の

七
つ
の
坂
は
、
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い
る

逢
坂
を
除
い
て
道
幅
が
せ
ま
く
、
石
畳
と

石
段
は
風
情
が
あ
り
、
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真

撮
影
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
文
豪
作
品
の
舞
台
で
も
あ
り
、

口
縄
坂
を
上
が
っ
た
場
所
に
は
、
織
田
作

之
助
著
「
木
の
都
」
の
一
説
が
記
さ
れ
た

碑
が
あ
り
ま
す
。
有あ
り
す
が
わ

栖
川
有あ
り
す栖
著
「
幻

坂
」
は
、
七
坂
そ
れ
ぞ
れ
を
舞
台
に
し
た

急
勾
配
の
た
め
、
階
段
に
な
っ
て
い
る
坂
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
写
真
は
口
縄
坂
）

天神坂の麓には真田幸村が討死した
とされる安居天神があり、銅像や
「戦死跡之碑」が設けられています

短
編
集
で
、
２
０
１
７
年
に
「
第
５
回
大

阪
ほ
ん
ま
本
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

上
町
台
地
と
断
層
帯
を
体
感

　

大
阪
府
内
を
南
北
に
走
る
上
町
台
地
西

側
の
崖
が
、
七
坂
を
ふ
く
め
高
低
差
の
大

き
い
特
徴
的
な
坂
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

政
府
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
は
、
上

町
台
地
の
地
下
に
あ
る
上
町
断
層
帯
が
、

今
後
30
年
の
間
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

５
程
度
の
地
震
を
お
こ
す
可
能
性
が
高
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
、
地
球
規
模
の

七坂の入口には　　　　
立札が設置されています

パ
ワ
ー
を

目
の
当
た

り
に
す
る

ス
ポ
ッ
ト

を
ぜ
ひ
歩

い
て
み
て

く
だ
さ

い
。


